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3.特　　長    
本警報器は、初期火災で発生する煙をキャッチし、音声 警報 でお知らせ   
する住宅用 火災 警報器です。火災発生の時には「ピー､ヒュー､ヒュー 
火事です。火事です。｣という音声 警報 で火災の危険をお知らせします。   

5.各部の名称と働き  
①取付ベース、取付ネジ  

警報器を天井または壁に取り付ける 
ために使用します。  

②煙流入口  
ここに煙が入ることにより警報器が 
煙を感知します。　　　　 

7.警報器を取り付ける前に  
■警報器と取付ベースを外します。  

・取付ベースを押さえ、警報器を左に 
　回して取り外してください。 

■電池を取り付けます。  

・電池側コネクタと警報器側電池コネクタを接続してください｡(極性注意)

 

・警報器の裏面にある電池収納部に電池を納めてください。このとき、
 

　電線を電池と収納部の間に挟まないようにしてください。警報器が 
　取付ベースに取り付けられなくなります。  

4.商品のご確認    
次のものが揃っていることを確認してください。    

■壁に取り付けるとき  

手順① 
壁面の柱などが通っている場所に、向きを間 
違えないように（矢印を上にする）取付ネジ
で取付ベースをしっかりと固定してください。

手順② 

警報器の警報停止ボタンが下になるように 
取付ベースと合わせ、止まるまで右に回し
てください。

・ 警報器は０℃～40℃の温度範囲内で結露しない場所に取り付けてく

  

　ださい。 

次のような場所には取り付けないでください。  

暖房器具の近くなど、 
燃焼性粒子の発生する場所 
水蒸気が発生する場所   

浴室など、水がかかる場所や、 
常時温度や湿度が高い場所 

空気の流れが激しい場所 
・換気扇や扇風機、 
　エアコンの近く 
・すきま風の強い所   

 

ほこりや虫の多い場所  吊り下げ式の照明やタンスの真上 

ガレージ、調理場などの、 
火災でない煙、蒸気などが 
かかる場所 

9.お手入れ方法  

①警報器（1個）    ④取付ベース（1個）   
　※出荷時に警報器に取り 付 けてありま す 。   

警報器   取付ベース   

②取付ネジ（2本）   
③取扱説明書（本書）

  

■設置年月を記入してください 
警報器本体の側面に、設置年月を記入してください。 

※警報器の交換の目安は約10年ですが、使用温度やホコリなどの使用   
　環境や使用条件によって短くなる場合があります。   

 

   

■本警報器は次のような場所への設置をおすすめします。   
　・寝 室 
　・階段や廊下、居室、台 所 

■天井面に取り付ける場合は壁や角から水平距離60cm以上離します。

  

■壁面に取り付けるときは天井面下
15cmから50cmまでの範囲で部屋
の中心に取り付けてください。
警報停止ボタンが下になる方向に取
り付けてください。

6.警報器の取付場所    

天井 

壁 

60cm以上  
なるべく離す 

照明機器 

天井 

壁 

15cm～50cm

10.テスト方法    
　取り付け後は定期的に(１ヶ月に１度) または、３日以上留守にされ 
　たときは、テストボタンを押して、警報器が正常に作動するかテス
　トしてください。     

テストの結果は、音 声警報 と警報灯で判断できます。   

・「ピピ､ピー､ヒュー､ヒュー､火事です。火事です。」と鳴り、警 
　報灯が点灯 

　⇒警報器は正常に監視しています。   

・「ピピ、ピ、電池切れです。」と鳴り、警報灯が１回点滅     
　⇒機器交換の目安（電池寿命）です。警報器または電池を交換 
　　してください。　      

・「ピピ、ピピピ、異常です。」と鳴り、警報灯が３回点滅   
　⇒センサの感度が劣化しています。警報器を交換してください。   

■ 煙を直接入れて試験を行い、警報停止ボタンにより音声警報を停止 

■ テストボタンを押しても何も音が鳴らない場合は、電池の未接続、 
電池寿命、または警報器の故障が考えられます。  
「14．故障かな？と思ったら」の項目をご参照ください。  

 

■警報器の機器交換の目安は約10年    

⑤専用リチウム電池（1本） 
　公称電圧 DC3V   ※市販品ではありません。   

できるだけ部屋の中心

機器交換の目安を越えて使用すると、汚れなどにより内   
部に煙が流入しにくくなり、火災の感知が遅れる可能 性 
があります。10年を経過した警報器は、速やかに新しい   
警報器と交換してください。   

警報音が約１分間隔で「ピ」と鳴り、警報灯が1回点滅     
したら、機器交換の目安（電池寿命）です。販売店に ご 
連絡のうえ、速やかに新しい警報器または電池と交換 し 
てください。火災の感知ができなくなる場合があります 。 

注 意   

注 意   

コネクタを奥までしっかりと接続し、電池を正しく収納 
してください。正しく接続されていない場合、警報器が 
作動せず、音声警報が鳴りません。 

〔電池を取り付けた後、必ずテストボタンを押して作動確認
　を行ってください。なお、電池取り付け後、約３秒間は作
　動しません。〕　  

 

電池は必ず指定のものをお使いください。 
(指定以外のものを使用すると、故障の原因になります)

警 告 

警 告 

警報器を改造、分解しないでください。警報器は精密に  

調整されていますので、正常に作動しなくなる恐れがあ  

ります。    

警報器を水洗いしないでください。
  

また、ベンジンやシンナーを使用しないでください。
  

故障の原因になります。  
  

警 告 

警 告  

・テストのとき、決してライターなどの炎を使用しない 
　でください。警報器を壊すばかりでなく、火災の原因 
　になります。 
・テストボタンを押すときは、安定した台に乗っておこ 
　なってください。転倒してけがをする可能性があります。 

警 告 

警報音が約 １分 間隔で「ピピピ」と鳴り、警報灯が３回   
点滅したら、センサの感度が劣化しています。販売店に   
ご連絡のうえ、速やかに新しい警報器と交換してくださ   
い。火災の感知が遅れる場合があります 。 

注 意   

警報器は必ず正しい取付場所に取り付けてください。
次のような場所に取り付けた場合、誤作動の原因および
正常に火災を警報できない可能性があります。 

注 意

警報器の取り付けは、安定した台に乗って作業を行って
 

ください。
 

転倒してけがをする可能性があります。
 

警 告 

■警報器は自動試験機能を有しています   
本警報器は、センサの感度が劣化して正常に煙を監視できなくなった     
場合、自動的に異常をお知らせする、自動試験機能を有しています。   
異常を検出すると、約 １分 間隔で「ピピピ」と鳴り、警報灯が３回 
点滅します。また、約30分に1回「ピピピ、異常です。」という音 
声警報が鳴ります。   

(音声警報停止中は警報灯が約10秒間隔で ３回点滅します。 ） 

・音声警報を止めたいとき：
　 →ボタンを押してください。　 

・テストをしたいとき： 
　 →ボタンを押してください。 
　音声警報により状態をお知らせします。   

③警報停止ボタン兼警報灯
（テストボタン兼用）  

■警報器の警報停止ボタンが操作しやすい位置に取り付けてください。

■天井に取り付けるとき  
手順① 

手順② 
警報器の底面部を取付ベースに当て、警報器 
が止まるまで右に回してください。 

天井面の梁などが通っている場所に、取付ネ 
ジで取付ベースをしっかり固定してください。

 

8.警報器の取付方法  
次の手順にしたがって警報器を取り付けてください。  

・毎年１度は、中性洗剤を浸して十分に絞った布で警報器の汚れを拭 
　き取ってください。この際、煙流入口に触れないように注意してく 
　ださい。 
　なお、煙流入口に著しい汚れが付着している場合は、火災を感知で 
　きない恐れがありますので、機器を交換してください。 

本警報器は 電池で動いています。約10年間の機器交換の目安まで電   
池交換なしでご利用いただけます。電池寿命が近づくと、約 １分 間   
隔で「ピ」と鳴り、警報灯が１回点滅し、警報器の交換時期をお知   
らせします。 また、約30分に1回「ピ、電池切れです。」という音 
声警報が鳴ります。   

( 音 声警報 停止中は警報灯が約 10 秒間 隔 で1回点滅します。) 

■換気口やエアコンの吹き出し口から1.5m以上離してください。

2     

3     

したときは、約５分間テストができなくなります。  
 

  

取り付け後は必ずテストを行ってください。 
テスト方法については、「10．テスト方法」の項目を
ご参照ください。 

注 意 

2～5mm  

■壁に掛けて取り付けるとき 
手順① 

　警報器と取付ベースを取り付けます。 
　（製品出荷時は取り付けてあります。） 
　手順② 
　取付ネジを壁の途中まで 
　ねじ込んでください。 
（ネジ頭と壁の間が2～5mm
　の範囲になるまでねじ込 
　んでください。） 

　手順③ 
　取付ベース背面にある取付
　穴に、ネジ頭を引っかけて 
　ください。 

警報器側 
コネクタの溝   

電池側コネクタ 
の突起   

図のように電池側コネクタの突起と
 

警報器側電池コネクタの溝をあわせ
 

て、奥までしっかりと接続し電池収
 

納部に電池を納めます。 
 池
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・警報時、赤色に点灯または点滅します。

1     

音を止めたいときは、警報停止ボタンを押すと、約２４時間音声警報
が停止します。

音を止めたいときは、警報停止ボタンを押すと、約２４時間音声警報
が停止します。


